
 

甲
州
市｢

歴
史
ま
ち
づ
く
り｣

の 

取
り
組
み 

  

甲
州
市
に
は
、
県
内
に
五
件
し
か
な
い
国
宝
の
う
ち
三
件
が

所
在
（
大
善
寺
本
堂
・
向
嶽
寺
達
磨
図
・
菅
田
天
神
社
楯
無
鎧
）

す
る
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
近
年
で
は
勝
沼
地
域
の
近
代
産
業
遺
産
（
明
治
以
降

の
鉄
道
や
堰
堤
な
ど
の
近
代
化
に
伴
う
土
木
工
作
物
な
ど
）
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
に
「
景
観
法
」

と
い
う
新
し
い
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
林
水
産

業
な
ど
に
関
連
し
た
景
観
を
「
文
化
的
景
観
」
と
し
て
文
化
財

に
選
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、
特
徴
的
な
文
化
財
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
せ
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
・
農
林
水
産
省
・
文
部
科

学
省
（
文
化
庁
）
な
ど
が
連
携
し
、
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的

風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
）」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

甲
州
市
で
は
、
現
在
良
好
な
景
観
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
「
景
観
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
同

時
に
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
や
、
歴
史
ま
ち
づ
く

り
法
に
基
づ
く
「
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
を
作

成
す
べ
く
、
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

講
師
は
、
工
学
院
大
学
の
後
藤
治
教
授
と
、
工
学
院
大
学
に

客
員
と
し
て
調
査
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
株
式
会
社
マ
ヌ
都

市
建
築
研
究
所
の
三
浦
卓
也
主
任
研
究
員
で
す
。 
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歴
史
ま
ち
づ
く
り
楽
学
・連
続
講
座 

わ
が
ま
ち
の
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぼ
う

歴
史
文
化
に
彩
ら
れ
た 

果
樹
園
交
流
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

  

講
座
は
三
回
連
続
で
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
が
終
了
し
ま
し

た
。
一
回
目
は
一
月
三
十
一
日
（
火
）
午
後
六
時
か
ら
市
役
所

内
で
開
催
し
、
職
員
を
中
心
に
四
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
と
伝
建
地
区
制
度
に
つ

い
て
学
ぼ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ

く
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
歴
史
と
文
化
に
根
ざ
し
た
多
種
多
様
な
整
備
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
、
整
備
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
指
定

文
化
財
建
造
物
で
な
く
て
も
対
象
と
で
き
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ

ま
で
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
、
未
指
定
の
文
化
財
も
保

護
保
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 
こ
れ
ま
で
の
法
律
は
、
守
る
こ
と
が
基
本
で
、
そ
の
た
め
に

規
制
が
中
心
の
「
つ
く
ら
せ
な
い
」
法
律
で
し
た
が
、
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
は
、
市
町
村
が
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
「
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
」
法
律
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

 

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
に
は
、
核
と
な
る
文
化
財
が
必
要
で
、
国
指
定
の
史
跡
・
建 

 

 
第１回講座（1 月 31 日）の様子。 

造
物
・
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
そ
の
核
と
な
る
も

の
で
す
。
甲
州
市
を
例
に
と
る
と
、
重
要
文
化
財
な
ら
大
善
寺

や
旧
高
野
家
住
宅
や
熊
野
神
社
、
雲
峰
寺
、
恵
林
寺
な
ど
、
史

跡
な
ら
勝
沼
氏
館
跡
な
ど
を
核
と
し
て
計
画
で
き
ま
す
が
、
県

内
の
町
村
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
い
っ
た
文
化
財
が
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
恩
恵
に
授
か
る
こ

と
が
で
き
る
自
治
体
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。 

 

二
回
目
は
、
二
月
二
十
一
日
（
火
）
午
後
七
時
か
ら
、
「
甲

州
市
で
諸
制
度
の
活
用
を
考
え
よ
う
」
と
題
し
て
、
上
条
地
区

の
甲
州
民
家
情
報
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
で
核
と
な
る
文
化
財
の
ひ
と
つ
に
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
伝
建
地
区
を
中
心
と
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
建
地
区
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、
防
災
対
策
が
行
わ
れ
る
、
説
明
板
等
が
設
置
さ

れ
る
、
保
存
修
理
が
受
け
ら
れ
る
、
税
制
の
優
遇
制
度
が
あ
る
、

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

甲
州
市
で
の
歴
史
的
風
致
を
考
え
る
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
、
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
構
築
で
き
る
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
「
上
条
報
告
第
二
十
一
号
」
で
紹
介
し
ま
し
た
恵
那
市

の
岩
村
町
本
通
り
は
、
旧
岩
村
町
の
伝
建
地
区
で
し
た
が
、
合

併
し
た
こ
と
に
よ
り
恵
那
市
と
な
り
、
同
じ
く
合
併
し
た
明
智 

 

 
第２回講座（2 月 21 日）の様子。 



 町
に
あ
る
「
日
本
大
正
村
」
や
、
恵
那
市
の
恵
那
峡
な
ど
と
セ

ッ
ト
で
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
た
と
こ
ろ
、
客
数
が
増
え
た
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
歴

史
や
文
化
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
景
観
の
役
割
分
担
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

塩
山
地
域
で
は
、
社
寺
の
歴
史
文
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

歴
史
的
風
致
が
あ
り
、
勝
沼
地
域
に
は
ブ
ド
ウ
栽
培
や
ワ
イ
ン

醸
造
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
風
致
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
互
い
に
競
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
役
割
と
し
て
み
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
客
に
対
し
て
多
様
性
を
演
出
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
拠
点
と
な
る

も
の
、
季
節
の
風
景
の
二
つ
で
す
。
上
条
集
落
を
例
に
す
る
と
、

拠
点
と
な
る
も
の
は
甲
州
民
家
情
報
館
で
、
休
憩
や
情
報
提
供

な
ど
の
機
能
が
期
待
で
き
ま
す
。
季
節
の
風
景
と
し
て
は
、
春

の
モ
モ
・
ス
モ
モ
の
花
や
、
四
季
を
通
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
果
物
の
豊
富
さ
が
あ
り
ま
す
。
果
物
は
、
広
域
で
対
処
す

る
こ
と
に
よ
り
、
勝
沼
の
ブ
ド
ウ
や
塩
山
の
イ
チ
ゴ
・
サ
ク
ラ

ン
ボ
、
松
里
の
コ
ロ
ガ
キ
な
ど
、
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
で
対
応
で
き

ま
す
し
、
情
報
提
供
に
よ
り
、
果
物
の
情
報
を
含
め
市
域
の
観

光
地
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
記
し
た
内
容
を
整
理
す
る
と
、
個
別
の
文
化
財
を

核
と
す
る
よ
り
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
核
と
し
て
歴

史
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
う
が
、
来
訪
者
へ
よ
り
強
い
イ

ン
パ
ク
ト
で
情
報
を
提
供
で
き
ま
す
。 

個
別
の
文
化
財
は
拠
点
機
能
や
季
節 

の
風
景
が
希
薄
な
も
の
も
あ
る
の
に 

対
し
、
伝
建
地
区
は
そ
れ
そ
の
も
の 

に
拠
点
機
能
が
あ
り
、
ま
た
、
季
節 

の
風
景
を
楽
し
め
る
面
的
な
広
が
り 

を
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
三
重
県
亀
山
市
で
は
、
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
核
と
し
て
い
ま
す
。 

 

亀
山
市
関
宿
（
宿
場
町
） 

  

所
在
地 

 
 

 
 

三
重
県
亀
山
市
関
町
大
字
新
所
字
権

現
、
西
町
南
、
西
町
北
、
東
町
南
、
東

町
北
の
各
一
部
、
並
び
に
大
字
木
崎
字

御
茶
屋
、
宮
之
前
、
北
野
、
内
山
、
時

末
藤
の
各
一
部 

 

種
別 

 
 

 
 

 

宿
場
町 

 

条
例
制
定
年
月
日 

昭
和
五
五
年
六
月
三
〇
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

昭
和
五
九
年
一
二
月
一
〇
日 

 

地
区
面
積 

 
 

 

約
二
五
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
数 

 
 

建
築
物 

二
一
〇
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
作
物 

 

一
一
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境
物
件 

 

一
件 

  

亀
山
市
関
宿
は
、
三
重
県
北
西
部
、
鈴
鹿
山
脈
の
東
麓
に
位

置
す
る
旧
関
町
に
所
在
し
ま
す
。
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
、

東
海
道
に
宿
駅
制
が
し
か
れ
た
と
き
、
品
川
か
ら
数
え
て
四
十

 
 

 
休憩所の展望台から見た町並み。果てしない
ほど瓦が続いています。 

 

七
番
目
の
宿
場
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
東
海
道
の
難
所
の
ひ

と
つ
鈴
鹿
峠
を
控
え
、
ま
た
、
宿
場
の
両
端
に
あ
る
東
追
分
と

西
追
分
で
、
伊
勢
街
道
と
大
和
街
道
が
そ
れ
ぞ
れ
分
岐
す
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
参
勤
交
代
や
お
伊
勢
参
り
な
ど
交
通
の
拠
点
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。 

         

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
関
西
鉄
道
が
開
通
し
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
繁
栄
は
徐
々
に
薄
れ
、
現
在
の
よ
う

な
静
か
な
町
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
保
存
地
区
は
東
西
約
一･

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
往
時
の
関
宿
の
全
域
を
含
ん
で
い
ま

す
。
旧
東
海
道
の
沿
道
に
位
置
す
る
町
が
、
戦
後
の
経
済
発
展

で
次
々
に
新
し
く
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
関
宿
が
唯
一
往
時
の

面
影
を
残
し
て
お
り
、
保
存
の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

 

亀
山
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴
は
、
整
備
計
画
が
集
中

す
る
重
点
区
域
を
、
こ
の
関
宿
を
含
め
て
旧
東
海
道
に
沿
っ
て

細
長
く
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
、
東
海
道
を
意
識
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
合
併
に
よ
り
広
域
で
も
一
体
の
歴

史
文
化
と
捉
え
や
す
く
な
っ
た
成
果
と
い
え
ま
す
。 

 
印象的な町並み。街道の先にシンボ 
リックに地蔵院があります。 

 
地蔵院（重要文化財）。街道の中ほど 
にある古刹です。 

 
自転車屋として利用されて 
いる古い民家。 

 
レトロなショーウインドー。 


